
▲ユニオンカレッジのメンバーが原水禁広島大会に参加

▲原水禁長崎大会の参加者

▲森本副委員長

▲台風のためウェブ併用で行われた

京
都
府
自
治
振
興
課
交
渉

１０
月
１７
日（
木
）１４
時
００
分
～
　
府
本
部
会
議
室

府
本
部
闘
争
集
会

１０
月
１７
日（
木
）１８
時
３０
分
～
　
京
都
テ
ル
サ

府
本
部
２
０
２
４
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

府
本
部
２
０
２
４
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

自
治
労
は
８
月
２９
～
３０
日

の
２
日
間
、
第
９８
回
定
期
大

会
を
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
。
台
風
の
影
響
で
ウ

ェ
ブ
参
加
も
可
能
と
し
、ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
た
。

当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
４
つ

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　

石
上
委
員
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
、「
今
年
の
人
事

院
勧
告
で
月
例
給
と
一
時
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
秋

の
自
治
体
確
定
闘
争
が
重

要
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
改
善
も
含
め
、
地
方
の

自
主
的
な
賃
金
決
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
」と
訴
え
た
。

一
般
経
過
報
告
、決
算
報
告
、

当
面
の
闘
争
方
針
案
な
ど
す

べ
て
の
議
案
は
質
疑
討
論
を

経
て
、
電
子
投
票
に
よ
る
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

　

京
都
府
本
部
か
ら
は
森
本

副
委
員
長
が
、
下
記
２
点
に

つ
い
て
発
言
。
①
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
推
進
、
②
競
合
組

織
対
策
の
強
化
。
①
に
つ
い

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を
府
内
自
治
体
に
要

請
し
て
き
た
結
果
、
５
つ
の

市
で
導
入
さ
れ
、
住
民
の
７

割
が
制
度
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
②
京
都
市
で

は
競
合
組
織
を
含
め
組
合
員

が
減
少
し
、
非
組
合
員
対
策

が
急
務
。
組
織
強
化
・
拡
大

に
向
け
競
合
組
織
と
の
関
係

も
含
め
た
新
た
な
展
望
を
本

部
に
求
め
た
。

　

ま
た
、
新
規
加
盟
組
合
と

し
て
、京
都
か
ら
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｗ

労
組
が
紹
介
さ
れ
た
。
台
風

の
影
響
で
当
該
単
組
か
ら
参

加
で
き
な
か
っ
た
た
め
、川
戸

副
委
員
長
が
代
理
で
登
壇
。

全
国
の
仲
間
に
課
題
解
決
に

向
け
た
支
援
を
訴
え
た
。

　

８
月
４
日
～
６
日
、
被
爆

７９
周
年
原
水
禁
世
界
大
会
・

広
島
大
会
が
広
島
市
で
開
催

さ
れ
、
府
本
部
か
ら
３５
歳
以

下
の
京
都
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
４
単
組

か
ら
７
名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
平
和
記
念
公
園
か

ら
大
会
会
場
の
広
島
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
ま
で
約
１
・
５

キ
ロ
の
「
折
鶴
平
和
行
進
」

を
行
っ
た
。
気
温
３６
度
の
酷

暑
の
な
か
、
約
２
０
０
０
人

の
参
加
者
は
「
核
兵
器
を
廃

絶
し
、
平
和
な
世
界
を
つ
く

ろ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

　

原
水
禁
世
界
大
会
・
長
崎

大
会
は
８
月
７
日
～
９
日
に

か
け
て
、
長
崎
市
で
開
催
さ

れ
全
国
か
ら
９
７
０
名
が
参

加
し
た
。
府
本
部
か
ら
は
京

都
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
結
集

ル
を
あ
げ
な
が
ら
歩
い
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
開
会
総

会
で
は
、
被
爆
者
の
訴
え
や

高
校
生
平
和
大
使
か
ら
の

し
５
人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
原
爆
犠
牲
者
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
主
催
者

代
表
の
川
野
浩
一
さ
ん
が
５

歳
で
の
被
爆
体
験
を
語
り
、

日
本
が
核
廃
絶
の
先
頭
に
立

「
平
和
へ
の
誓
い
」
の
ほ
か
、

海
外
の
平
和
団
体
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
午
前
と
午
後
そ

れ
ぞ
れ
複
数
の
分
科
会
が
開

か
れ
、
世
界
に
お
け
る
核
兵

器
の
現
状
や
日
本
に
お
け
る

核
を
め
ぐ
る
情
勢
、
水
爆
実

験
の
被
害
を
受
け
た
第
五
福

竜
丸
に
ち
な
ん
だ
講
談
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

３
日
目
の
６
日
に
は
、
平

和
記
念
式
典
終
了
後
に
、
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま
と
め

つ
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
海
外

か
ら
も
中
国
や
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
の
代
表
者
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
核
問
題
へ

の
取
り
組
み
や
連
携
の
意
志

が
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
長
崎

市
議
会
議
員
の
池
田
章
子
さ

ん
は
被
爆
体
験
者
訴
訟
に
関

す
る
問
題
を
報
告
し
、
高
校

生
平
和
大
使
が
合
唱
と
決
意

表
明
を
行
っ
た
。
福
島
市
の

角
田
政
志
さ
ん
は
、
原
発
再

稼
働
や
処
理
水
問
題
に
つ
い

て
強
調
し
、
脱
原
発
の
重
要

性
を
訴
え
た
。
最
後
に
谷
雅

志
事
務
局
長
が
来
年
の
被
爆

８０
周
年
に
向
け
た
核
廃
絶
へ

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
、

全
員
で
「
原
爆
許
す
ま
じ
」

を
斉
唱
し
て
大
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

２
日
目
の
第
４
分
科
会
で

総
会
が
開
催
さ
れ
、
広
島
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
府
本
部
ユ
ニ
オ
ン

カ
レ
ッ
ジ
か
ら
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
の
報
告
は
２
面
に
掲

載
す
る
。

は
、
脱
原
発
と
核
ご
み
問
題

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
講
師

た
ち
は
核
廃
棄
物
の
地
下
処

理
や
、
無
責
任
な
政
策
の
問

題
点
を
指
摘
し
た
。
高
野
聡

さ
ん
は
、
日
本
が
核
ご
み
を

地
下
に
埋
め
る
方
針
を
強
化

し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視

し
、
宮
島
正
明
さ
ん
は
玄
海

町
で
の
文
献
調
査
受
け
入
れ

問
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

寺
本
剛
さ
ん
は
、
倫
理
の
観

点
か
ら
核
廃
棄
物
問
題
を
議

論
し
、
未
来
世
代
へ
の
影
響

を
考
え
る
べ
き
だ
と
訴
え

た
。
午
後
に
は
落
語
と
講
談

を
通
じ
て
平
和
と
核
問
題
が

語
ら
れ
た
。

　

最
終
日
に
は
長
崎
県
立
ア

リ
ー
ナ
で
閉
会
総
会
が
開
か

れ
、１
２
０
０
名
が
参
加
。高

校
生
平
和
大
使
の
決
意
表
明

の
後
、
全
員
で
非
核
平
和
行

進
を
行
い
、
原
爆
資
料
館
を

見
学
し
て
大
会
は
終
了
し
た
。

　

丸
太
町
に
１
杯

１
５
０
０
円
す
る

ラ
ー
メ
ン
屋
が
で

き
た
。
高
っ
！
と

思
い
つ
つ
ラ
ン
チ

事
情
を
調
べ
て
み
た
▼
ホ
ッ

ト
ペ
ッ
パ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
平
日
ラ
ン
チ
の
１
位
は

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
自
営
業

が
多
い
の
か
「
自
炊
・
家
族

等
が
作
っ
た
自
宅
で
の
食

事
」
３１
・
１
％
。
２
位
「
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
小
売
店
・
飲
食

店
で
購
入
」
２０
・
４
％
。
３

位
「
自
分
・
家
族
等
が
作
っ

た
弁
当
」１９
・
２
％
。
④「
社

食
・
学
食
」
８
・
５
％
、
⑤

「
外
食
」
７
・
８
％
と
続
く

▼
平
均
予
算
は
、
社
食
・
学

食
は
５
１
９
円
、
外
食
は
１

２
４
３
円
と
増
額
さ
れ
た
。

物
価
上
昇
や
値
上
げ
が
影
響

し
て
い
る
の
か
全
体
で
平
均

４
５
２
円
と
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
▼
次
に
ア
サ
ヒ
グ
ル

ー
プ
食
品
が
「
お
昼
の
休
憩

時
間
」を
調
査
し
た
結
果
を
。

出
社
日
の
ラ
ン
チ
で
最
も
重

視
す
る
項
目
、
１
位
は
「
時

間
が
か
か
ら
な
い
」
２７
・
６

％
、
②
「
コ
ス
パ
」
２５
・
８

％
、
③
「
お
い
し
い
」
１３
・

０
％
だ
そ
う
。
５６
・
３
％
が

「
昼
休
憩
が
十
分
に
取
れ
て

い
な
い
日
が
あ
る
」
と
答
え

て
お
り
、
理
想
の
休
憩
時
間

６３
・
３
分
に
対
し
、
現
実
は

４４
・
３
分
と
厳
し
め
の
現
実

だ
。
賃
上
げ
と
休
憩
時
間
を

確
保
す
る
た
め
の
人
員
増
。

要
求
を
。�

（
Ｎ
）
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の
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折
鶴
行
進

核
廃
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え
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の
中
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で
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催

台
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の
中
、千
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で
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催
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府
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

は
８
月
２４
日
、
ゆ
め
り
あ
う

じ
で
、
２
０
２
４
京
都
保
育

集
会
を
開
催
。
７
単
組
１９
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
寺
田
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
。
次
に
、
第
１
部

と
し
て
、
元
保
育
士
で
手
袋

シ
ア
タ
ー
作
家
・
絵
本
作
家

の
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｏ
さ
ん
の
手
袋

シ
ア
タ
ー
の
作
成
を
体
験
。

手
袋
シ
ア
タ
ー
と
は
、
手
袋

を
劇
場
に
見
立
て
て
、
物
語

を
繰
り
広
げ
る
遊
び
の
こ

と
。
保
育
士
が
手
袋
を
は
め

て
歌
っ
た
り
、
物
語
を
読
ん

だ
り
し
て
子
ど
も
た
ち
の
興

味
を
惹
き
つ
け
る
の
が
特

徴
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か

れ
、
は
さ
み
や
グ
ル
ー
ガ
ン

を
使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
に
あ
ふ
れ
た
手
袋
シ

ア
タ
ー
を
作
成
し
た
。
完
成

し
た
後
は
、
自
分
の
作
っ
た

手
袋
シ
ア
タ
ー
を
手
に
、
全

員
で
歌
を
唄
い
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

続
い
て
、第
２
部
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
各
保
育
現

場
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
や

人
員
配
置
、
人
員
不
足
や
人

材
育
成
で
の
悩
み
、
酷
暑
で

の
保
育
、年
休
や
生
理
休
暇
、

介
護
休
暇
の
取
得
、
時
差
勤

務
や
日
々
の
休
憩
の
取
り
方

な
ど
を
報
告
。
他
自
治
体
の

組
合
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育

現
場
や
職
場
環
境
の
実
態
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
原
水
禁
世
界
大
会
・
広
島
大
会
に
は
、
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
私
は
、
労
働
運
動
の
根
源
は
平
和
運
動
と
考
え
て
い
ま
す
。
平

和
で
な
け
れ
ば
働
く
こ
と
も
生
活
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
し
、
戦
争
状

態
に
な
れ
ば
、
何
よ
り
人
権
侵
害
が
公
然
と
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
展
開
し
て
い

る
労
働
組
合
の
取
り
組
み
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
さ
え
も
脅
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
若
い
世
代
が
平
和
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
世
代
の
仲
間
に
「
平
和
の
大
切
さ
」
を
共
有
し
、

労
働
運
動
の
基
本
と
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
府
本
部
と
し
て
も
、「
平
和
と
人
権
」
を
取
り
組
み
の
１
つ
の
柱
と
し
て
、

引
き
続
き
、
若
い
世
代
と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

�

（
府
本
部
書
記
長
・
増
永
浩
子
）

　特に心に残ったのは折鶴平和行進と、高校生平和大使のス
ピーチでした。行進では多くの人々が同じ目的で行動し、そ
の結束力を実感しました。大会では被爆者の体験談や戦争の
愚かさを学び、高校生のスピーチは彼らの堂々とした姿勢に
感銘を受け、次世代が平和を守る大切さを痛感しました。2
日目の分科会では、世界の核軍縮や日本の核抑止政策につい
て学び、自国の安全保障を核兵器に依存する現状に疑問を感
じました。午後のフィールドワークでは、落語と講談を通じ
て、第五福竜丸事件や国策落語の背景にある戦争の恐ろしさ
を知り、娯楽が戦時中の国策に利用された事実に驚きました。
3日間を通して、戦争や核兵器の愚かさを痛感すると同時
に、平和の重要性を改めて考える機会となりました。今後、
日常生活に感謝しながら、平和を守るために自分ができるこ
とを考え、行動していきたいと思います。
� （自治労京都市職・中井優斗）

　大会の初日、折鶴平和行進で核兵器廃絶と平
和を訴えました。開会総会では、被爆者の証言
を聞き、戦争の恐ろしさが今も続いていること
を実感しました。分科会では、ピースデポの湯
浅一郎氏から東北アジアの非核化に向けた講義
を受け、日本が核抑止政策から抜け出す必要性
を学びました。また、ピースボートの松村真澄
氏の講義で、核兵器禁止条約に向けた具体的な
ステップについても学びました。午後のフィー
ルドワークでは、落語や講談を通じて、戦争と
核の問題を深く考える機会を得ました。大会を
通じて、核兵器廃絶への第一歩は、私たち一人
ひとりが声を上げ、平和をめざして行動するこ
とだと感じました。
� （府本部・河野佑）

　初日の折鶴平和行進では、全国から集まった
多くの参加者と共に広島市内を行進し、平和と
非核を訴えました。２日目の分科会では、日本
の核抑止政策や防衛費拡大について講義を受
け、核兵器を所持することが抑止力になるのか
疑問を感じました。また、午後には落語や講談
を通じて、戦争体験が語られ、核問題を改めて
考える機会を得ました。最終日には平和記念式
典に参加し、多くの人々が祈りを捧げる姿に、
平和を守るために学び続けることの重要性を強
く感じました。大会を通じて、核廃絶の道筋が
険しいものであることを認識しましたが、平和
実現のためには、私たち一人ひとりが声を上
げ、行動することが大切であると痛感しました。
� （久御山町職・小笠原隼）

　初日に行われた折鶴平和行進では、酷暑の中で
も全国から集まった人々と核兵器廃絶や戦争反対
を訴えました。行進後の開会総会では、被爆者の
証言を通じて、戦後も続く被爆者の苦しみを知り
ました。2日目の分科会では、自衛隊の海外派兵
や防衛費の増加に関する講義が行われ、日本の軍
事政策と憲法9条の矛盾について考えさせられま
した。また、午後の講談や落語では、第五福竜丸
や戦時中の娯楽規制を通じて、核の問題に触れ、
戦争の恐ろしさを改めて考えさせられる内容でし
た。最終日には平和記念式典に参加し、世界中か
ら集まった多くの人々と共に祈りを捧げ、核廃絶
の難しさを感じながらも、過去の惨状を忘れずに
学び続けることの重要性を強く感じました。
� （久御山町職・山本裕斗）

　初日、平和公園内の原爆の子の像に千羽鶴を奉納し、その
後平和行進に参加しました。元安川を眺めながら、当時の悲
惨な状況を思い心を痛めました。行進後の開会総会では被爆
者の体験談や高校生平和大使のスピーチを通じ、次世代へ平
和の重要性を伝える責任を痛感しました。2日目の分科会で
は、日本が核抑止政策に依存している現状を学び、核兵器禁
止条約に参加できない複雑な事情を学習しました。午後には
「話芸で学ぶ平和と核」に参加し、戦時中の国策落語や第五福
竜丸事件を題材にした講談を聞き、核と戦争の現実について
深く考えさせられました。夜には広島平和記念資料館を訪
れ、被爆者の遺品や写真を通じて戦争の悲惨さを改めて感
じ、核兵器の廃絶を強く願いました。この大会を通じて、平
和を願う人々の思いを共有し、平和の輪を広げることの大切
さを学びました。
� （京交労組・倉田陽平）

　平和行進や講義の受講、平和記念資料館の見学などを通じて、
核兵器の非人道性や戦争の悲惨さについて深く学びました。
平和行進では厳しい暑さの中、仲間たちと広島市内を行進し、
平和への願いを共有する良い機会となりました。被爆者の方の
講話では、「新たな戦前を作ってはならない」という言葉が特に
印象に残り、核戦争の危機が現実味を帯びている今、このメッ
セージが重要であると感じました。2日目は「世界の核軍縮」と
「話芸で学ぶ平和と核」というプログラムに参加し、核抑止力が
世界の緊張を高めている現状や、若者の非核活動参加の重要
性について学びました。また、田辺一乃氏の講談と古今亭菊
千代氏の落語を通じ、第五福竜丸事件や映画『ゴジラ』誕生
に関する歴史を深く理解しました。核戦争のリスクが高まる
現代において、被爆国として日本が果たすべき役割を考え、
戦争や核兵器に対する理解を深める必要性を痛感しました。
� （京交労組・安部行真）

手袋シアターを体験

＜原水禁世界大会・広島大会＞ユニオンカレッジ参加者報告

平和の大切さ
� 尊さを広島で学ぶ
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